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５１８ 松山大学論集 第２４巻 第４－２号
舜臣の海戦について」など。
４７）『懲録』平凡社，１９７９年，２５６頁。
４８）内閣文庫所蔵写本による。
４９）高柳光壽・松平年一編『戦国人名事典 増訂版』吉川弘文館，１９６２年。
５０）佐賀県立図書館編・刊『佐賀県近世史料第一編第一巻』１９９３年。
５１）天正１８年小田原城并韮山城取巻人数書（「毛利家文書」１５５９号）にも「管野平右衛門尉
殿」と見えるから，「菅」が「管野」とか「菅野」と誤記されることはよくあったらしい。
５２）「久留島文書」。
５３）「村上吉清働之覚」（内閣文庫所蔵写本）。
５４）「久留島文書」。
５５）（慶長２年）１０月２５日蜂須賀家政書状「近江水口加藤家文書」（東京大学史料編纂所影
写本による）。
５６）「黒田家文書」（福岡市博物館編・刊『黒田家文書』第１巻，１９９９年，による）。
５７）「久留島文書」。
５８）「島津家文書」１２０６号。
５９）この連署の中心人物とみられた蜂須賀家政や黒田長政が所領を没収されかけ，逆に連署
を拒否した加藤嘉明が加増等の褒賞を受けたことは，津野倫明氏の一連の研究に詳しい
（「朝鮮出兵と西国大名」佐藤信・藤田覚編『前近代の日本列島と朝鮮半島』山川出版，２００７
年，「軍目付垣見一直と長宗我部元親」『長宗我部氏の研究』吉川弘文館，２０１２年，初出は
２０１０年）。
６０）「名古屋市博物館所蔵文書」。津野倫明「慶長の役における長宗我部元親の動向」（前掲
『長宗我部氏の研究』，初出は２００４年）参照。
６１）「鍋島家文書」（『佐賀県史料集成古文書編』第３巻，佐賀県立図書館，１９５８年）。この朱
印状の年代比定については諸説あるが，津野倫明氏の説に従う。（「朝鮮出兵の在番体制に
関する一朱印状写－文禄五年説に接して－」『日本歴史』６８４号，２００５年）。
［付記］本稿執筆に際して，本学教授増野仁氏には，各種資料の提供をいただくなど
多くの便宜を図っていただいた。記して謝意を表する次第である。
来島村上氏と文禄・慶長の役 ５１９
